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１．はじめに












は，ネットワークを介して LMS（（Learning Management System/ 学習管理システム）に
接続して学習や教材作成，成績・履歴等の情報の管理を行うもので，遠隔地にも教育を提
供できる点や，コンピュータならではの教材が利用できる点などが特徴である。
eラーニングは，2007 年度の調査で全国 910 の高等教育機関のうち 465 校（51.1％）で
実施されている（メディア教育開発センター，2008）。例えば，関西大学では，2003 年度か
ら全学的にCEASという LMSを導入し，2006 年度には全専任教員の約３分の１（211 名）
が 689 科目（非常勤講師の科目を含む）で利用している（冬木，2007）。また，電気通信大










































② 学生 K学部 75 名














時 授 業 内 容 時 授 業 内 容
1 先人の授業実践事例の紹介 10 教材の製作（演習）
2∼4 教育の方法と技術の理論 11，12 製作した教材の発表と評価
5 授業の設計，実施，評価の概略 13 学習環境の整備とメディアの活用
6∼8 学習指導案をもとにした授業解説 14 学習困難な児童・生徒への対応
9 学習指導案の作成，提出 15 教師の人間的魅力と教師の生き甲斐
図１ S*map にログイン 図２ 授業サポート，授業支援




















方法２ Word等で作った文章をレポート入力エリアに貼り付ける（copy and paste）
方法３ Word等で作った文章をレポート入力画面で添付ファイルとして登録する






















実施率(％) 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0
人数(人) 39 12 12 3 2 5 1 1 0 0 0
表２ 復習テストの得点平均（N＝75）
平均得点 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0
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表３ レポートを提出した時期（７月）（N＝73）※２名は事情により締め切り後に提出
日 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
人数 1 0 0 1 1 0 0 0 1 2 1 2 0 1 1 2 1 2 4 8 12 14 19
表４ レポートを提出した時刻（N＝73）※締め切り後に提出した２名を除く
時刻 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23






























学生 こんにちは。私のレポート，提出できてますか？ ○○学部２年 ○○ （７月 28 日）













部２年 ○○ （７月 27 日 17 時）
教員 ○○さんへ 坂本です。レポートは，19 時 43 分に受理しています。17 時の時点では，
何かの原因でログアウトしてデータが消えてしまったのではないでしょうか。レポート
は受理しましたので安心して下さい。お疲れ様でした。（７月 28 日 20 時）
学生 よく分からないですけどエラーになってしまって１回目の時全部データが消えてしまっ
たのでもう一度レポートを書いて提出しました。ちゃんと提出できていたならよかった










































































なお，2007 年度に授業支援システムの講習会があり，その時の試用データが 2007 年度
の教材に混在している可能性があるため，2008 年度のデータのみを示す。










機 能 講義数 ユーザ数
教材数
公 開 非公開 合 計
レポート 4 2 3 1 4
テスト 6 1 48 0 48
学習 1 1 0 1 1
アンケート 0 0 0 0 0
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